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議
　
員
　
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
平
成
28
年
策
定
版
と

令
和
２
年
改
訂
版
で
、
将

来
展
望
人
口
が
変
更
さ
れ

た
要
因
は
。

市
　
長
　
平
成
28
年
に
第

１
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

移
住
・
定
住
の
施
策
等
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
期

末
の
令
和
元
年
の
人
口
は
、

出
生
数
の
減
少
、
死
亡
数

の
増
加
等
で
６
万
１
０
６

７
人
と
な
り
、
第
１
期
の

推
計
人
口
を
下
回
る
状
況

で
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

や
総
合
戦
略
の
効
果
検
証

を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
に

改
訂
版
を
策
定
し
た
た
め

で
す
。
引
き
続
き
人
口
減

少
の
克
服
に
向
け
て
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

教
科
指
導
に
よ
り
知
識
や

技
能
を
発
展
さ
せ
る
構
成

を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境

と
な
る
よ
う
開
校
準
備
委

員
会
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

議
　
員
　
移
住
者
を
引
き

つ
け
る
魅
力
創
出
の
た
め

の
取
組
は
。

企
画
財
政
部
長
　
移
住
情

報
発
信
サ
イ
ト
「
日
々
コ

レ
十
和
田
ナ
リ
」
の
閲
覧

に
つ
な
げ
る
ウ
ェ
ブ
広
告

の
配
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
制
作
な
ど
で
当
市

の
魅
力
を
伝
え
、
移
住
先

に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

導
入
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
県
で
は
本
年

３
月
か
ら
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
試
験
的
運

用
を
始
め
、
市
町
村
と
の

共
同
利
用
、
共
同
運
用
の

情
報
提
供
を
受
け
て
い
ま

す
。
今
後
は
県
の
動
向
を

注
視
し
て
、
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

議
　
員
　
小
中
一
貫
教
育

９
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
と
教
育
方
針
は
。

教
育
長
　
教
員
が
義
務
教

育
を
終
え
た
子
供
た
ち
の

姿
を
共
有
し
て
児
童
生
徒

に
関
わ
る
こ
と
で
、
９
年

間
を
通
し
て
一
人
一
人
の

資
質
、
能
力
を
育
む
こ
と

を
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
は
、

初
め
の
４
年
間
で
学
級
担

任
の
指
導
に
よ
り
基
本
的

な
生
活
習
慣
と
学
び
の
基

礎
を
身
に
つ
け
、
次
の
３

年
間
で
教
科
担
任
制
を
取

り
入
れ
滑
ら
か
に
中
学
校

段
階
へ
移
行
し
、
最
後
の

２
年
間
で
専
門
性
の
高
い

議
　
員
　
洞
内
・
松
陽
地

区
統
合
小
中
学
校
の
整
備

状
況
は
。

市
　
長
　
新
校
舎
の
建
築

工
事
は
本
年
９
月
、
講
堂

の
長
寿
命
化
改
修
工
事
は

令
和
４
年
６
月
の
着
工
を

予
定
し
、
と
も
に
令
和
４

年
12
月
の
完
成
予
定
で
す
。

議
　
員
　
市
独
自
の
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

そ
の
後
、
年
々
減
少
し
、

本
年
４
月
１
日
現
在
で
は

７
０
３
人
、
充
足
率
81
・

７
％
で
す
。

議
　
員
　
直
近
10
年
間
の

火
災
と
風
水
害
を
合
わ
せ

た
出
動
回
数
の
推
移
は
。

総
務
部
長
　
平
成
23
年
度

は
26
回
、
平
成
28
年
度
は

24
回
、
令
和
２
年
度
は
10

回
と
各
年
度
で
ば
ら
つ
き

は
あ
り
ま
す
が
、
や
や
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
街
地
、
郊
外

地
の
過
去
５
年
間
の
出
生

数
は
。

企
画
財
政
部
長
　
左
表
の

と
お
り
（
単
位
：
人
）

議
　
員
　
消
防
団
員
数
の

過
去
10
年
間
の
推
移
と
充

足
率
は
。

総
務
部
長
　
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
で
７
８
３
人
、

定
数
の
８
６
０
人
に
対
す

る
充
足
率
は
91
％
で
し
た
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

将
来
展
望
人
口
の
変
更
要
因
は

出
生
数
の
減
少
、
死
亡
数
の
増
加
や

第
１
期
総
合
戦
略
の
効
果
検
証
に
よ
る

山　端　　　博
（市民連合クラブ）

洞内・松陽地区統合小中学校の
整備状況は

校舎は令和３年９月
講堂は令和４年６月の着工予定

消防団員の減少や高齢化への対応を

ふ
も
と

魅力を積極的に発信し移住定住の促進を

一
　
般
　
質
　
問

を
統
合
し
、
様
々
な
機
能

を
兼
ね
備
え
た
施
設
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
今
年
度
実
施
の
基
本

設
計
や
実
施
設
計
の
中
で

詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
奥
入
瀬
渓
流
温

泉
引
湯
管
等
更
新
の
現
状

と
今
後
は
。

農
林
商
工
部
長
　
現
在
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
測
量
等

の
結
果
の
精
査
と
素
案
の

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
温
泉
運
営
委
員

会
に
よ
る
調
査
、
審
議
を

行
い
な
が
ら
取
組
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
前
谷
地
橋
周
辺

道
路
の
安
全
対
策
は
。

建
設
部
長
　
交
通
量
が
多

く
、
道
路
幅
員
が
十
分
で

な
い
た
め
事
故
等
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
や
、
地
域

か
ら
拡
幅
の
要
望
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
歩
道
設
置
を

含
め
た
道
路
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
を
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
Ｉ
Ｈ
ミ
ー
ト
パ

ッ
カ
ー
株
式
会
社
の
本
社

進
出
へ
の
優
遇
制
度
は
。

市
　
長
　
市
か
ら
立
地
奨

励
金
、
雇
用
奨
励
金
の
交

付
、
固
定
資
産
税
３
か
年

の
課
税
免
除
が
受
け
ら
れ

る
ほ
か
、
県
か
ら
認
定
を

受
け
た
誘
致
企
業
へ
は
、

県
補
助
金
の
交
付
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。

議
　
員
　
ス
キ
ー
場
麓
の

整
備
状
況
は
。

農
林
商
工
部
長
　
現
在
の

チ
ケ
ッ
ト
売
場
と
２
つ
の

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
建
物

議
　
員
　
新
紙
幣
の
人
物

を
活
用
し
た
記
念
事
業
や

企
画
を
実
施
す
る
考
え
は
。

企
画
財
政
部
長
　
そ
の
人

物
と
当
市
と
の
背
景
や
関

わ
り
等
を
調
査
し
、
歴
史

文
化
資
源
と
し
て
、
ま
た

教
育
・
観
光
分
野
な
ど
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
有

効
な
活
用
方
法
を
探
る
中

で
、
記
念
事
業
や
企
画
の 戸　来　　　伝

（市民連合クラブ）

新紙幣の人物を活用した
　記念事業等の実施の考えは

有効な活用方法を探る中で
実施を判断

建て替えが検討されているチケット売場

13
議
員
が
市
政
を
問
う

野　月　一　博
（令和無心会）

編
集
後
記

　
第
２
回
定
例
会
最
終
日
の

翌
日
の
新
聞
紙
面
で
は
「
百

条
委
員
会
」
に
関
す
る
記
事

が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
ご

感
想
を
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
議
員
に
は
、
皆
様
の
声
を

代
弁
し
、
市
政
に
反
映
す
る

務
め
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。「
ひ
ら
か
れ
た
議
会
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に

も
身
近
な
議
員
へ
ご
意
見
、

ご
質
問
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
こ
れ
か
ら
は
梅
雨
が
明
け
、

暑
さ
が
日
ご
と
に
増
す
季
節

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
自
愛
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
　
笹
渕
　
峰
尚
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　櫻
田
百
合
子

副
委
員
長

　斉
藤
　重
美

委
　員
　笹
渕
　峰
尚

山
田
　洋
子

今
泉
　信
明

中
尾
　利
香

久
慈
　年
和

江
渡
　信
貴

意見書を提出しました
・国保総合システム次期更改に係る国に
　対する財政支援を求める意見書

決算審査特別委員会

請願 ・ 陳情請願 ・ 陳情令和３年第３回定例会の開催予定

※会議の開始はいずれも午前10時からです。
※各常任委員会の開催予定日は未定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは
　議会事務局までお問い合わせください。

新たに受理し、継続審査となりました

・「学校給食の無償化」に関する請願
　請 願 者　学校給食無料化をめざす
　　　　　　青森市民の会
　　　　　　和田　力
　紹介議員　小笠原良子

８月31日（火） 本会議（開会）
９月 8日（水）～ 10日（金）一般質問
９月17日（金） 本会議（閉会）

９月14日（火）、15日（水）
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